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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第41期

第１四半期連結
累計期間

第42期
第１四半期連結
累計期間

第41期

会計期間

自　平成25年
　　３月１日
至　平成25年
　　５月31日

自　平成26年
　　３月１日
至　平成26年
　　５月31日

自　平成25年
　　３月１日
至　平成26年
　　２月28日

売上高 (千円) 5,728,477 5,714,671 21,680,665

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △164,813 149,476 △1,304,167

四半期純利益又は四半期
(当期)純損失(△）

(千円) △222,228 76,811 △2,305,598

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 563,576 65,319 △1,601,784

純資産額 (千円) 15,411,386 13,311,290 13,245,986

総資産額 (千円) 22,655,409 20,962,376 20,995,317

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期
(当期)純損失(△）

(円) △8.06 2.79 △83.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― 2.78 ―

自己資本比率 (％) 68.0 63.5 63.1
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　本報告書の売上高・仕入高等は、特に記載のない限り、消費税等抜きで記載しております。

３　第41期及び第41期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失を計上しているため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断した

ものであります。

 

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高57億14百万円（前年比99.8％）、営業利益１億円（前四半期は営業損

失２億30百万円）、経常利益１億49百万円（前四半期は経常損失１億64百万円）、四半期純利益76百万円（前四半期

は四半期純損失２億22百万円）となりました。

　

国内事業において、３月度は消費増税前の駆け込み需要もあり、春物を中心に売上高は好調に推移しました。４月

度は消費増税の影響から上旬の売上高は伸び悩みましたが、中旬以降は初夏物が動いたことで売上高を伸ばし、消費

増税による消費の落ち込みは限定的となりました。５月度は中旬の天候不順により一時売上高は鈍化したものの、下

旬において全国的に夏日が続き、夏物が活発に動き売上高を伸ばしました。その結果、当第１四半期累計期間の既存

店売上高前年比は101.6％となりました。

　

当社は当期重点施策として、「事業構造改革の推進」「ＭＤ構造改革の徹底」「本格的なコスト構造改革の断行」

を掲げて実行しております。当第１四半期は、その３つの改革が計画通り進捗し、成果を上げました。

「事業構造改革の推進」については、中核事業「ｉｋｋａ」の拡大と収益力の回復を目指し、レディスはこれまで

のカジュアルテイストに、大人のきれい目ファッションを加え、テイスト拡大を推進しました。また、メンズはテー

ラードジャケットを軸としたビジカジテイスト商品、単価の高いビジカジ系バッグ、革小物などの雑貨を強化しまし

た。これらの取り組みが好調に推移し、ｉｋｋａ事業は売上高前年比107.0％、既存店売上高前年比100.5％と順調に

推移しました。また、昨年12月にイオンモール幕張新都心にオープンした新業態「ｉｋｋａ LOUNGE」を、新たにイオ

ンモール新潟南で改装オープンさせるとともに、３月６日には日本最大級のファッション通販サイト「ZOZOTOWN」に

も出店し、新たな販売機会を獲得することができました。

「ＭＤ構造改革の徹底」については、商品回転率の向上、売価変更の削減による荒利益率の改善を目指しました。

商品鮮度を優先させ、売れ筋商品のプロパー販売を強化した結果、荒利益率は前年から1.4ポイント改善しました。ま

た、当社最大の課題であった在庫問題を、前期末までに解決させ、当期首において適正な在庫水準でスタートできた

ことも荒利益率の改善に寄与しました。

「本格的なコスト構造改革の断行」については、不採算店舗の閉鎖や人件費のコントロールを柱にコスト削減を進

めた結果、販管費は前年比92.2％となりました。

店舗展開面では、国内において５店舗を新規開設し、不採算店舗を中心に国内11店舗、中国直営２店舗を閉鎖した

結果、当第１四半期末店舗数は国内280店舗、中国直営12店舗となりました。
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また、イオングループ戦略の４シフト（「アジアシフト」「都市シフト」「シニアシフト」「デジタルシフト」）

について、当社は、特に「シニアシフト」と「デジタルシフト」を軸に戦略連動を強化しております。「シニアシフ

ト」については、40代から50代をメインターゲットとし、テーラードジャケットを基軸とするビジカジテイストの

ファッションスタイルを提案するブランド「GRAND PHASE（グランフェイズ）」が売上を拡大しており、中核事業「ｉ

ｋｋａ」の成長に寄与しております。また、「デジタルシフト」については、３月20日、店舗とネット通販共通の新

ポイントサービス「COX MEMBERS CLUB」を導入し、同時に、ポイントサービスにも連動したスマートフォン用「コッ

クスファッションアプリ」もスタートしました。今後は、ネットの売上高を拡大するとともに、ネットと店舗の相互

連動をはかり、オムニチャネル化を一層推進してまいります。

中国事業については、中国経済の成長鈍化もあり、直営小売事業は計画と乖離し依然として厳しい状況が続いてお

ります。一方、商品供給事業は堅調に推移しており、今後は、直営小売事業から、商品供給事業へシフトする新たな

ビジネスモデルを構築してまいります。

　

※ 国内店舗数カウント方法の変更について

前期末まで、同一区画内における複数ブランド展開の店舗については、それぞれ個別の店舗カウントによる管理を

実施しておりましたが、今期首より一括管理を実施しております。このカウント方法の変更により、今期首の店舗

数は312店舗から286店舗（26店舗減少）となります。

 
期首
店舗数

第１四半期累計 第１四半期末
店舗数新店 閉店

当第１四半期 ２８６ ５ １１ ２８０

前第１四半期 ２９９ １５ １２ ３０２
 

　（注）前第１四半期の店舗数に関しては、当期の店舗数カウントに置き換えて算出しております。

　

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ32百万円減少し、209億62百万円となりました。

増減の主な内容は、現金及び預金が２億５百万円、売上預け金が７億68百万円増加し、関係会社預け金が12億90百万

円減少したこと等によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ98百万円減少し、76億51百万円となりました。増

減の主な内容は、未払法人税等が１億13百万円減少したこと等によるものです。　

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ65百万円増加し、133億11百万円となりました。

増減の主な内容は、利益剰余金が76百万円増加したこと等によるものです。　

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに発生した課題は

ありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年７月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,711,028 27,711,028
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)
単元株式数　100株

計 27,711,028 27,711,028 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年３月１日～
平成26年５月31日

─ 27,711,028 ─ 4,503,148 ─ 2,251,574
 

 

EDINET提出書類

株式会社コックス(E03163)

四半期報告書

 5/16



 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 
(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ─

138,700

完全議決権株式(その他)
普通株式

275,367 ─
27,536,700

単元未満株式
普通株式

― ─
35,628

発行済株式総数 27,711,028 ― ―

総株主の議決権 ― 275,367 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式73株が含まれております。　

 

② 【自己株式等】

  平成26年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社コックス

東京都中央区日本橋浜町
一丁目２番１号

138,700 ─ 138,700 0.50

計 ― 138,700 ─ 138,700 0.50
 

(注) 平成26年５月31日現在、当社は138,859株の自己株式を保有しております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年３月１日から平成

26年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 614,518 819,846

  受取手形及び売掛金 76,524 107,089

  売上預け金 603,229 1,371,434

  たな卸資産 2,317,079 2,513,920

  未収入金 179,466 292,400

  関係会社預け金 ※  4,140,000 ※  2,850,000

  その他 201,411 221,215

  貸倒引当金 △383 △671

  流動資産合計 8,131,846 8,175,235

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,762,973 1,784,670

   その他（純額） 113,992 110,044

   有形固定資産合計 1,876,966 1,894,715

  無形固定資産 55,762 52,395

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,629,894 7,623,802

   差入保証金 3,141,537 3,055,222

   その他 165,449 166,129

   貸倒引当金 △6,139 △5,124

   投資その他の資産合計 10,930,742 10,840,029

  固定資産合計 12,863,471 12,787,140

 資産合計 20,995,317 20,962,376

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 999,089 1,326,753

  電子記録債務 2,464,588 2,057,417

  未払法人税等 161,294 47,803

  賞与引当金 43,670 85,222

  役員業績報酬引当金 - 5,266

  店舗閉鎖損失引当金 54,310 54,003

  ポイント引当金 5,043 6,637

  資産除去債務 41,165 36,792

  その他 1,173,996 1,207,518

  流動負債合計 4,943,158 4,827,414

 固定負債   

  退職給付引当金 257,406 263,558

  繰延税金負債 1,847,235 1,842,710

  資産除去債務 692,257 708,129

  その他 9,273 9,273

  固定負債合計 2,806,172 2,823,671

 負債合計 7,749,330 7,651,085
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,503,148 4,503,148

  資本剰余金 7,605,084 7,605,084

  利益剰余金 △2,315,377 △2,238,565

  自己株式 △59,541 △59,556

  株主資本合計 9,733,314 9,810,110

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,454,285 3,450,337

  為替換算調整勘定 51,696 44,151

  その他の包括利益累計額合計 3,505,981 3,494,489

 新株予約権 6,690 6,690

 純資産合計 13,245,986 13,311,290

負債純資産合計 20,995,317 20,962,376
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

　　【四半期連結損益計算書】

　　【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

売上高 5,728,477 5,714,671

売上原価 2,599,490 2,516,726

売上総利益 3,128,987 3,197,944

販売費及び一般管理費 3,359,171 3,097,394

営業利益又は営業損失（△） △230,184 100,550

営業外収益   

 受取利息 2,847 1,822

 受取配当金 55,217 47,526

 為替差益 3,413 -

 雑収入 4,574 1,842

 営業外収益合計 66,052 51,191

営業外費用   

 為替差損 - 2,043

 雑損失 682 222

 営業外費用合計 682 2,265

経常利益又は経常損失（△） △164,813 149,476

特別損失   

 減損損失 25,483 33,366

 特別損失合計 25,483 33,366

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△190,296 116,109

法人税、住民税及び事業税 31,966 41,678

法人税等調整額 △34 △2,380

法人税等合計 31,931 39,297

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△222,228 76,811

四半期純利益又は四半期純損失（△） △222,228 76,811
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  【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△222,228 76,811

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 771,764 △3,947

 為替換算調整勘定 14,040 △7,544

 その他の包括利益合計 785,805 △11,492

四半期包括利益 563,576 65,319

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 563,576 65,319

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度(平成26年２月28日)及び当第１四半期連結会計期間(平成26年５月31日)

※　関係会社預け金

イオン株式会社との金銭消費寄託契約に基づく寄託運用預け金であります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

減価償却費 171,136千円 150,285千円
 

 

(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

　当第１四半期連結累計期間(自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

　　当社グループは、衣料品小売業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

　　当社グループは、衣料品小売業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
 至　平成26年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
 又は１株当たり四半期純損失金額（△）

△8.06円 2.79円

（算定上の基礎）   

 四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) △222,228 76,811

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益
又は普通株式に係る四半期純損失（△）(千円)

△222,228 76,811

  普通株式の期中平均株式数(株) 27,572,459 27,572,233

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 2.78円

（算定上の基礎）   

 四半期純利益調整額(千円) ― ―

　普通株式増加数(株) ― 20,273

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式について
前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―

 

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの、１株当たり四半期純損失を計上しているため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社コックス(E03163)

四半期報告書

13/16



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年７月３日

株式会社コックス

取締役会　御中

 

 有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　松　村　　　浩　司 　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　塚　原　　　元　章 　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コック

スの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年３月１日から平成

26年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コックス及び連結子会社の平成26年５月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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